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約80％の症例で強オピオイドが使用された．

WHOラダーの使用，強オピオイドとNSAIDs・

ステロイドとの併用はよく行われていたが’痛み

の評価におけるスケールの使用，鎮痛補助薬の使

用が少なかつた．鎮静は食道癌症例13例，乳癌症

例8例に行われ’全例が一時的鎮静であり’持続

的な深い鎮静が多かつた・食道癌症例では死亡時

まで一目約15oOmlの輸液が行われていた．乳癌

症例では有意に少なかつた．

【結語】痺痛の原因，薬剤の有効性を常に評価

し，適切な薬剤を上手に組み合わせることが重要

であると思われた．

18　無再発で長期生存が得られているAFP産生

胃肝様腺癌の3例
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AFP産生胃肝様腺癌は，高率に肝転移を来たす

予後不良の高度悪性胃癌である・今回，無再発で

長期生存が得られているAFP産生胃肝様腺癌の

3例を報告する．

〔症例1〕54歳，男性．術前AFP値は4587ng／

mlで，膵牌合併胃全摘術，横行結腸切除，D2郭

清を行つた・POH0T4Nl；進行度ⅢBであつた

が’術後約11年経過した現在，再発なく生存中で

ある．

〔症例2〕58歳，女性・術前AFP値は920ng／mlで，

幽門側胃切除術，D2郭酒を行つた′POHOⅥNl；進

行度Ⅰ，術後9年経過し，再発なく生存中である．

〔症例3〕78歳，男性．術前AFP値は147ng／mlで，

牌合併胃全摘術’D2部活を行つた．POHOT3NO；進

行度Ⅱで，2年5ケ月経過した現在，無再発生存

中である．3症例は胃肝様腺癌の像を示し，2例が

リンパ節転移陽性，3例ともリンパ管・静脈侵襲

陽性であつたが，再発なく長期生存が得られてい

る．

19　胸部下部食道癌に対する経裂孔的根治的食道

切除術の治療成績
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【目的】教室では，頚部・上縦隔郭清を省略した

経裂孔的アプローチによる根治的食道切除術を

1994年より胸部下部食道癌に対して行つてきた・

本術式の治療成績を報告する．

【患者】2003年5月までに本術式が施行された

下部食道癌患者41名・

【選択基準】術前診断で腫瘍の局在が下部食道

に限局し，臨床＿的に縦隔リンパ節転移陰性と診断

された症例．

【成績】40例において根治切除が行われた．手

術時間と出血量の中央値は287分，508mlであつ

た・術後呼吸器管理を要したものは5例（12％）

のみであり，呼吸器合併症は2例（5％）と低率

であつた・在院死は認めていない．全41例の

50％生存期間は4年10か月，他病死も含めた累

積5年生存率は44％であり，開胸食道切除術と

同等であつた・

【結論】経裂孔的根治的食道切除術は，安全で周

術期管理を容易にする．長期成績も開胸手術に劣

らず胸部下部食道癌に対する標準手術になり得る

と思われる・
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